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免疫の働きを学んでからだの強さを知ろう。



攻めろ～！

① 第１のまもり
お城には、敵から守るためにどんな工夫がされているのかな？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさんはお城は好きですか？
お城に出かけたことはありますか？
お城には敵から守るためにいろいろな工夫がされていますね。
どんな工夫がされているか，知っていますか？



攻めろ～！

① 敵が入ってこないようにする工夫

門や塀

石垣

堀

① 第１のまもり
お城には、敵から守るためにどんな工夫がされているのかな？

狭間（さま）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お城には敵が入ってこないようにするために，堀が掘られていたり，頑丈な門や塀，石垣があります。それから狭間といわれる弓を放つための壁の穴もありますね。ご存じですか？




① 第１のまもり
からだには、細菌やウィルスから守るためにどうなっているのかな？

攻めろ～！

① 敵が入ってこないようにする工夫

（物理的・化学的 防御）

粘膜（ねんまく）

皮ふ
分泌物

（ぶんぴつぶつ）

鼻水・唾液・涙
体液

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちのからだも，細菌やウィルスなど病原体からまもるために，皮膚や粘膜がありますね。
それから鼻水や唾液，涙によっても病原体が入りづらくなっています。お堀の水のような役割をしています。
また，分泌物は酸性になっていて病原体が死んでします。
こうした守りは，物理的・化学的防御と言われています。　これが第一の守りです。



戦え～！② 第2のまもり
お城に敵が侵入したら、どんなふうに戦うのかな？

② 敵が入ってきたら戦ってやっつける

攻めろ～！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第２の守りは，敵が侵入してしまった時の守りです。

みなさんが殿様だったら、もし敵が侵入してきたらどうしますか？
お城の兵士たちに戦うよう、命令しますね。



攻めろ～！

② 第2のまもり 自然免疫
からだに病原菌やウイルスが侵入したら、どんなふうに戦うのかな？

マクロファージ

病原菌を食べてしまいます（食作用）

好中球
（こうちゅうきゅう）

② 敵が入ってきたら戦ってやっつける
めんえきさいぼう

（からだの中の兵士は免疫細胞といいます）

樹状細胞
（じゅじょうさいぼう）

敵といっしょに死んじゃう…

大型でほかの食細胞を集めるよ…

敵の情報を別の免疫細胞に伝えるよ

食われる～！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
からだに侵入した病原体に対しても同じです。
病原体が侵入してきたら戦うのです。
からだの中で戦う兵士のような細胞を免疫細胞と言います。
好中球，マクロファージ，樹状細胞といった免疫細胞は病原体を食べてしまいます。これを食作用と言います。
好中球は敵を食べて自分も死んで特攻隊のような細胞です。
マクロファージは食いしん坊で仲間を集める心強い細胞です。
樹状細胞は食べながら敵の情報をつかみ，別の免疫砂防に伝える賢い細胞です。
こうした免疫のはたらきを自然免疫といいます。



戦え～！② 第2のまもり 自然免疫
中にはてごわい敵もいる。どうやって戦うのかな・・・

攻めろ～！ 無念じゃあ～！

我らでは無理じゃ！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし，中には手ごわい敵もいます。
テロリスト，忍者，カモフラージュして侵入するような敵や仲間をだますスパイのような敵もいますね。
こうした手ごわい敵から守るにはどうしたらいいでしょう？
みなさんが殿様だったらどうしますか？



見張れ～ 守れ～ 戦え～

攻めろ～！

お城がいろいろな人たちに守られていると安心ですね。

② 第2のまもり 自然免疫
中にはてごわい敵もいる。どうやって戦うのかな・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手ごわい敵が侵入してきても，お城に兵士や警備する人，特殊部隊，また兵士を応援する人など、いろいろな役割の人がいると安心ですね。



② 第2のまもり 自然免疫
中にはてごわい敵もいる。どうやって守るのかな・・・

特殊部隊のような免疫細胞が働きます。

ナチュラルキラー細胞

がん細胞

がん細胞などの病原体に感染した細胞を排除します。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちのからだも同じです。
例えば，がん細胞のような手ごわい敵に襲われてしまうこともありますが，そうした敵に対してはナチュラルキラー細胞という特殊部隊のような免疫細胞が戦います。
しかし、病原体の中にはこうした守りをすり抜けて城の内部までもぐりこんでしまうやっかいな細菌やウイルスが存在します。



③ 第３のまもり
城内にもぐり込んだ手ごわい敵との闘い・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
あれれ，お城に敵がもぐりこんでしまっていますよ。
彼らはなかなか見つかりづらいし，特別な方法で侵入してしまう厄介な敵です。
どうしましょう。



敵の情報を得て、仲間を増やして、過去の経験を生かし，戦うような免疫のはたらきがあります。

③ 第３のまもり
城内にもぐり込んだ手ごわい敵との闘い・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大丈夫です。
さっき，お城が色々な役割の人に守られていると安心だと言いましたが，私たちのからだは，敵の情報を得て，仲間を増やし，過去の戦った経験を生かして守ってくれる免疫細胞が働いているのです。



キラーT細胞

キラーT細胞は，敵の情報を知り，増殖して感染した細胞を死滅させます。

③ 病原体の情報を得た免疫細胞が
仲間を増やしてやっつけます。

樹状細胞
（じゅじょうさいぼう）

敵の情報を別の免疫細胞に伝えるよ

敵の目印は

③ 第３のまもり 適応免疫

増 殖

感染した細胞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第３のまもりは適応免疫の働きです。

キラーT細胞は，樹状細胞が食べて得た病原体の情報をもらい，仲間を増やし，仲間たちと病原体に感染した細胞を見つけ出し，死滅させるのです。
強いですね。



ヘルパーT細胞

ヘルパーT細胞は，マクロファージを活性化させて食作用を活発にします。

樹状細胞
（じゅじょうさいぼう）

敵の情報を別の免疫細胞に伝えるよ

おいしいよ！

増 殖

マクロファージどんどん食べて！

応援団のような働きもしているよ！
フレ～
フレ～

③ 病原体の情報を得た免疫細胞が
仲間を増やしてやっつけます。

③ 第３のまもり 適応免疫

おいしいよ！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ヘルパーT細胞は，樹状細胞から敵の情報をもらい，仲間を増やして，仲間と一緒に食いしん坊のマクロファージを活性化します。
「この病原体はおいしいよ」、「どんどん食べよう」とマクロファージを応援するのです。
マクロファージはますます食いしん坊になるのです。



B細胞

B細胞は，抗体を作り病原体を無害化します。
このしくみは記憶されるので同じ病原体はすぐに排除できます。

増 殖

ヘルパーT細胞

ガンバレー

抗体生産

抗体

無毒化します強え～

最強の武器だ！

③ 病原体の情報を得た免疫細胞が
仲間を増やしてやっつけます。

③ 第３のまもり 適応免疫

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
B細胞は，敵の情報を得て，ヘルパーT細胞に応援されると，仲間を増やして敵を瞬殺する武器を作ることができます。
この武器のことを抗体と言います。抗体が体内に放出されると病原体は抗体にからめとられて無毒化してしまいます。
また、こうした働きは記憶されますので，同じ病原体が次に侵入してきてもすぐに排除できますので，私たちは病気にかかりにくくなるのです。



まとめ 免疫のはたらき

① 入ってこないようにする 物理的・化学的防御

② 入ってきたら免疫細胞が食作用などで排除する 自然免疫

③ 病原体の情報を得て、仲間を増やし、抗体を作って排除する 適応免疫

詳しいことは、高校生の生物の授業で勉強します。

皮ふ 粘膜 だ液 涙 分泌物

好中球 マクロファージ 樹状細胞 ナチュラルキラー細胞

キラーT細胞 ヘルパーT細胞 B細胞

ヒトのからだは，免疫のはたらきで細菌やウィルスなどの病原体から守られています。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
免疫の働きをまとめましょう。

第一の守りが，細菌やウィルスなどの病原菌が入ってこないようにする物理的・化学的防御

第二の守りが，入ってきたら食作用などで排除する自然免疫

第三の守りが，病原体の情報を得て，仲間を増やして，抗体を作って排除する適応免疫　です。
そして，こうした働きは記憶されるので病気にかかりにくくなるのでした。
ヒトのからだは免疫の働きで守られています。
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